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   研究集会等名称


	まばたき研究会

	成 果 概 要
	１）参加人数（会員・非会員及び認定心理士の人数を記載してください）

会員　　22名（うち認定心理士　　3名）

非会員　10名（うち認定心理士　　2名）

２）集会等の目的・成果等

（実施内容・成果・将来計画等を用紙範囲内に記載してください）

日本心理学会まばたき研究会は、年１回の定例研究集会を下記のとおり行いました。

日時：平成20年３月23日（日）13:00より３月24日（月）12:30まで

場所：大阪人間科学大学　庄屋キャンパス
（幹事：山田冨美雄、所属：大阪人間科学大学）

内容：研究発表12件およびシンポジウム２回
研究集会での口頭発表では、瞬目驚愕反応のプレパルス抑制や瞬目の測定および分析システムの紹介、課題遂行、発達、共感、他者存在と瞬目の関係など多岐にわたり、対象も胎児、乳幼児、自閉症児、統合失調型人格や社会不安傾向者から長期武道経験者まで様々な研究が報告されました。

また、シンポジウムは２回開催され、それぞれ｢コミュニケーション場面のまばたきは何を現すか？｣「瞬目のプレパルス抑制はなぜ起こるのか？」と題し脳科学、発達心理学、社会心理学、比較心理学、臨床的応用の諸側面から瞬目研究の意義が検討し、研究・検査道具としての瞬目の可能性が議論されました。

なお、研究会に続く総会において、会計報告とまばたき研究会の今後の進め方についての話し合いが行われました。次回の定例研究集会は、来年度同時期（平成21年3月末の2日間）に、関東地方にて開催すること（幹事：田中裕、川村学園女子大学）を決定しました。それに加え、日本心理学会ワークショップでのまばたき研究の研究集会、および科研費への申請を引き続き行うことについて、参加者全体の賛同を得ました。


